
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後ろう者に対する差別時代

に製作された映画！ 

東京聾唖学校に入学してから卒業するまでの三浦少年時代の様子 

日 時： ２０１８年７月７日（土）１５：００～１７：３０ 

会 場： 千葉聴覚障害者センター３階 多目的ホール 

参加費： ５００円 

戦後まもない１９４６年、初めて千葉ローアクラ
ブを発足したのは、三浦浩氏。 
この映画は多くのろう者の希望の灯となった実

在のろう教師。全日ろう連結成時の副理事長でし
た。三浦浩氏の半生をろう者監督である深川勝三が
４年にわたり８ｍｍフィルムで撮影された 7 時間
に及ぶものを２時間に再編したものです。 
当時、ろう教育やろう者に対する差別、聴者とろ

う者との距離を表す時代背景などを、この映画を通
して知ることができることでしょう。必見です。 

『三浦浩翁半生記』 

当時のろう教育はどんな

様子だったかな？ 

当時（１９４０年代）の背景

を知るチャンスだよ！ 

参加希望者はお名前・FAX番号を記入した上、 

各市聴覚障害者協会までお申込み下さい。 

当時のろう社会では

「聾唖界の巨星」と呼

ばれ、ろう者の為に活

躍していただきまし

た。 

 

＜「特別上映会」お問い合わせ先＞ 千葉県聴覚障害者協会 企画室 
                     （ＴＥＬ）０４３－３０８－６３７２ 
                     （ＦＡＸ）０４３－３０８－５５６２ 

 

監督、撮影者、スタッフ、役者等 
全員ろう者！ 


